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図 10 強化学習した結果の移動軌跡 

 
図 11 時間に対する移動量の変化 

 
児童や生徒に実際にアームロボットを製作させ，制作の難

易度調整の議論や学習度合いの効果測定も必要である． 
 

注注釈釈 
＊1「情報活用能力」は，「学習の基盤となる資質・能力」と

され，「学習活動において必要に応じてコンピュータ等の

情報手段を適切に用いて，情報を得たり，整理・比較した

り，発信・伝達したり，保存・共有したりといったことが

できる力」として，「基本的な操作技能や，プログラミング

的思考，情報モラル，情報セキュリティ等に関する資質・

能力も含むもの」と定義されている[15]． 
 

＊2「プログラミング的思考」は，「自分が意図する一連の活

動を実現するために，どのような動きの組合せが必要であ

り，一つ一つの動きに対応した記号を，どのように組み合

わせたらいいのか，記号の組合せをどのように改善してい

けば，より意図した活動に近づくのか，といったことを論

理的に考えていく力」とされる[15]． 
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Abstract  
  The purpose of this research is to examine the future after-school support and the possibility of 
after-school support from the viewpoint of the cooperation of social education, school education, and 
home education from a case study. 

The "place" of the event, which is the example taken up in this paper, suggests the possibility of 
restructuring the position of social education that connects school education and home education, 
and solves problems in children's after-school support. 
 

１１. 研研究究のの目目的的 

日本の子ども(小学生)の放課後を支える仕組みの一つに

「放課後子ども教室」がある。子どもの放課後の居場所の

確保と同時に、取り組み内容の量と質の向上が目指されて

いる(文部科学省, 2018)。一方、猿渡ら(2011)は、「放課後

子ども教室」におけるアドバイザー (放課後支援を行って

いる支援員のことを、支援の言葉の重複を避けるため本稿

では、アドバイザーと表記する) の人員不足があり、子ど

もへの充実した放課後支援のためには、支援内容の充実と

ともにアドバイザーの確保が課題となっていることを指

摘する。子どもの放課後の居場所づくりを主目的とする

「放課後児童クラブ」と子どもの体験や学習プログラムの

履行を主目的とする「放課後子ども教室」の一体化が目指

されている今日において、子どもの放課後支援の現状にお

ける喫緊の課題は、アドバイザーの人的資源の開発および、

アドバイザーの育成といえる。 
子どもの放課後支援の取組について放課後の「場所」と

「時間」、そして支援する「ひと」を拡大したある社会教

育に位置付けられる「体験活動推進プロジェクト」(以後、

本稿ではイベントと表記する)とそのイベントの一つの事

例の考察から、上述した子どもの放課後支援の課題解消の

検討を行う。そして、社会教育、学校教育、家庭教育の連

携を視野におき、これからの放課後支援のあり方および放

課後の可能性を展望することが本研究の目的である。 
ところで、人の育ちや学びを捉えるとき、人の「体験」

は一つの重要な要素といえるだろう。「人生に必要な知恵

はすべて幼稚園の砂場で学んだ」とは、ロバート・フルガ

ムの有名な一節である(フルガム, 2016, 訳:池央耿)が、幼少

期から生涯にわたり、体験による人との関わり方を学び、

育つことの重要性が示されている金言といえよう。 
そして人が育つには、人と関わる砂場である「場」が必

要である。「学校」「家庭」「地域」「自然」という場を考え

たとき、現在(2022 年)コロナ社会という多くの制限や制約

を受ける状況下ではあるが、子どもや青少年にとって「学

校」「家庭」は、教育行政などの支援もあり何とか機能を

維持している。また、この二つには、教育行政も関わった

システムとして検討を積み重ねた歴史がある。 
一方、「地域」「自然」という場を考えてみると、「地域」

の放課後児童育成事業は、教育行政が力を入れ始めて日が

浅い。コロナ禍等、多くの社会的課題を抱えながら、多く

の小学生を受け入れ、安全・安心に過ごせるようにするこ

とに追われている。子どもや青少年が育つ場である「自然」

も都市部では、少なくなってきている。また、地域の公園

が子どもの育ちの機会となる部分もあるが、禁止事項が多

く、小学生の安全を考えることを優先するため、小学生自

身が安全をつくっていく主体にはなっていない。禁止事項

の看板を見るたびに、小学生の成長を阻害しているのでは

ないかと危惧している。現代の公園の砂場は、他者と体験

をする「場」ではなく、大人の都合によって、子どもを囲

いの中に一時的に置いておく「場」となりつつある。 
これからの「地域」「自然」は、子どもや青少年が主役

となり、共に育ち、育てられる循環が出来る「場」となる

ことが望まれる。 
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本稿では、そのような共育、育ちの循環のある「場」と

してある社会教育に位置付けられるイベントの一つであ

る取組 S(仮名として以後、本稿では取組 S と表記する)を
取り上げる。取組 S の概要と取組 S を企画運営した大学生

の様子を本稿では、次の 2 章にて紹介し、上述した目的を

果たすため取組 S(タイトルは「絶滅危惧種を保護しよう！

-SDGs からの学びの普及-」)の考察を通して、示唆される

ことを 3 章と 4 章にて報告する。 
 

２２. 事事例例のの概概要要 

2.1 ウェルビーイングな放課後支援を目指す「横

浜すぱいす」の紹介 
まず、はじめに一般社団法人横浜すぱいすを紹介する。

「横浜すぱいす」(http://y-spice.com/aboutus.html)は、その

HP から緩用した文章からこの団体の目指すことを要約す

ると、子どもにかかわる多彩で素敵な人材や企業等を「つ

なぐ」ことである。子どもの健全育成に寄与することを理

念とし、学校の教職員、指導者及び保護者等の素敵な放課

後プログラムに関わる指導者も共に育つ「共育」の機会を

提供し、指導者養成と育成及び活用、並びにそれぞれの教

育手法を持つ機関や団体間のコーディネートを行うこと

が、「横浜すぱいす」の目指しているところである。 
「横浜すぱいす」の放課後支援の目指すところを簡潔に

まとめると、子ども、学校の先生、保護者、学校、財など

をつなぐことといえる。子どもたちの放課後、学校の先生

たちの放課後、多くの大人たちの放課後の「つなぐ場」を

コーディネートすることによって、「社会全体で子どもを

育てる」機運を高め、それぞれの人と社会のウェルビーイ

ングを目指すことを目的としているといえる。 
 
2.2 イベントの概要と当日の様子 
次に、ある団体の企画運営したイベントの概要および当

日の様子を紹介する。 
<イベントの概要紹介>  
・イベントの趣旨 ：「こどもたちは、様々な体験活動や

人との関わりを重ねることで成長していきます。しかし、

少子化や核家族化、共働き世帯の増加に伴う地域社会にお

ける人間関係の希薄化、さらにはコロナ禍におけるライフ

スタイルの変化により、体験活動を行う機会が減少してい

ます。本イベントでは、高校生・専門学校生・大学生の皆

さんに、小学生を対象にした体験ブースを出店していただ

き、他世代とつながることや、体験活動の楽しさ・大切さ

を感じてもらうきっかけをつくります。」 
<イベント当日の様子>  
イベントでは、コロナ禍での工夫として、受付のところ

にて、あるアイデアを持って多数の希望者、来場者に対応

していた。その受付のアイデアは、予約券の配布であった。

受付開始直後の保護者と子どもは、時間を指定された二つ

のプログラムの予約券を持って、計画的にプログラムを体

験していた。1 時間後、2 時間後の予約券をもらった保護

者と子どもは、一度会場を出て、食事に行くなどの工夫を

していた。 
コロナ禍ではあったが、体験活動が「教わる小学生」と

「教える青少年」の双方に必要であるという「理念」を具

現化する「砂場」は、アイデアによって素地が創られてい

た。 

 
2.3 取組 Sの概要と当日の様子 
本稿で取り上げる事例の取組 S は、上述したある青少年

の育成を支援する団体から参加の支援を求められたイベ

ントに、「横浜すぱいす」の上述した理念をもとに大学生

が青少年アドバイザーとして参加した取り組みの一つで

ある。 
大学生が企画したイベントの具体的な取組 S の内容は、

大学生による講義を受けた小学生が SDGs17 のうちの「目

標 15」の中の一つ 15.5 から「絶滅危惧種動物の密輸入禁

止」の主張として、キーホルダーをその主張のシンボルと

して作成するというものである。取組 S の企画は、大学生

が以前、ある小学校の放課後の「学童保育」の場面で講義

した内容をさらに膨らませ、小学生たちに楽しくキーホル

ダーを作成してもらうことを企画に加えた。小学生にとっ

て、自分たちでもこのようなキーホルダーを完成すること

で、先の動物の密輸入禁止の主張をすることができるとい

う点で、小学生の自己肯定感の醸成につなげることを取組

S の目標としている。 
また、活動を行ってもらう大学生に対する成長のねらい

は、教職課程を学んでいる大学生が、教育学において芸術

学部での専門を生かし、他者に大学生が自己の専門を発信

することで、大学生が自己肯定感をより一層育むことであ

る。今回のイベントでは、芸術学部の学生が専門的なテー

マ「デザインが人に与える力」を探究する中で、デザイン

とそのデザインが主張するメッセージを実際に人に伝え、

人はどのように捉えるのか、またデザインとそのメッセー

ジに感化された人たちが自身の主張をさらに具体的な啓

発や啓発活動を行うきっかけとなるようにするにはどの

ようにすれば良いのかを大学生が考えることを学びのね

 

図 1：予約券を配布した受付の様子 
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図 1：予約券を配布した受付の様子 
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図 2：学んだ SDGs を教える大学生と学びをとも

にする小学生と保護者 

 

 

図 3：大人のアドバイザーによるサポート 



35 

 

５５. 総総合合考考察察 

本稿で取り上げた事例の取り組みから子どもの放課後

支援における課題解消のために示唆されることを以下で

まとめる。 
①アドバイザーの人的資源の開発・・・単なる知識や技

能を教えるだけのアドバイザーではなく、子どもとともに

育つ青少年がアドバイザーとなることにより、青少年をア

ドバイザーとするだけの単なる人的開発のみならず、小学

生が将来アドバイザーとなる循環、つまりアドバイザーの

人的循環の可能性が示唆される。 
②アドバイザーの育成・・・小学生を支援することによ

ってアドバイザーである青少年も育っていくことおよび、

アドバイザーである青少年を育てる学校の先生、地域の大

人もまた育っていく双方向の育ち、つまり育ち・育てられ

る関係による同時的なアドバイザー育成の可能性が示唆

される。 
本事例で紹介したイベントの特徴は、日頃「横浜すぱい

す」が取り組んでいる子どもの放課後支援における「放課

後」の概念を広く捉えている。本稿によって示された「放

課後」の概念に関する「時間」「場所」支援する「ひと」

を広く捉え、青少年をアドバイザーとすることによってア

ドバイザーの人的資源の開発および、アドバイザーの育成

といった子どもの放課後支援における課題解消が示唆さ

れる。また、子どもの放課後支援によって、人との関係と

学びを豊かにしていく子ども、青少年そして大人のすべて

人にとってウェルビーイングが実現可能となることも示

唆される。 
 

６６. ままととめめににかかええてて-今今後後のの展展望望- 

本研究の目的は、ある事例の検討から社会教育、学校教

育、家庭教育の連携を視野におき、これからの放課後支援

のあり方および放課後の可能性を展望することであった。

以下、示唆されたこと及び今後の展望をまとめとする。 
本稿で取り上げた事例であるイベントの「場」は、放課

後支援の意義と社会教育の位置付けを再構築させる可能

性が示唆される。 
本事例で示された放課後支援の持つ意義として、家庭教

育(子どもと保護者のふれあいによる学び)を補完し、かつ

社会教育(イベントによる学び)で身につけた資質・能力を

土台にして、子どもが、各学校の学校教育(教育課程にお

ける学び)にその力を発揮させていく可能性が示唆された

ことである。この意義には、学校教育と家庭教育をつなぐ、

昔、自然発生的に存在した社会教育の位置づけが見出せる。

社会教育は何も学校教育ではできない自然体験や職業体

験を補完する役割だけではないはずである。家庭教育もま

た、宿題や塾に通い、子どもが学校教育に遅れをとらない

ようにするためにあるのではない。 
本事例のイベントは、家庭教育を含めた社会教育で培っ

た力を学校教育に発揮させることを可能にする社会教育

の位置づけが見出せる。この位置づけには「放課後」が文

字通り、課(学校)から解放された(放たれた)後の「場」と

解釈できてしまうような学校教育を中心とした社会教育

と家庭教育が学校教育に従属するように取り込まれてき

た、これまでの学校・家庭・地域の連携や協働といった三

者間の教育における「放課後」の逆転の発想といえる。そ

の発想は、つまり家庭教育を補完し、学校教育の土台をつ

くる放課後および、放課後支援である(図:4)。 

 
本事例の参加を通して、「横浜すぱいす」では、現在(2022

年 9 月) 放課後支援について以下のように考えている。こ

れらのことを紹介し、本稿では放課後支援の今後の展望に

かえる。 
【横浜すぱいす：今後の放課後支援の方向】 

○社会教育・家庭教育をさらに放課後で支援する 
「放課後で体験を重ね」家庭教育を補完する支援の取組

について、子どもたちが保護者や先生以外の「斜めの関係

のお助けマン」と継続的に関わることにより以下の６つの

取り組みをすすめていく。 
①社会性を養い、コミュニケーション能力を育む体験 
②達成感や自己有用感を味わうことにより、将来の夢や希

望を育む体験 
③「わかる」「楽しい」を感じることにより自己肯定感を

育む学習意欲や習慣の体験 
④「斜めの関係」のアドバイザーが家庭で行う体験学習を

補う放課後学習支援 
⑤一族郎党(家庭を含めた地域社会全体)の発想による支援 
⑥学習プログラムを通した放課後の子どもと大人とのふ

れあい 
 
最後に、本稿で取り上げた事例により放課後のあるべき

姿を追究する方向が以下のように見出せる。これらをもっ

て本稿のまとめにかえたい。 
(1)異世代が体験する場づくり 
・小学生、青少年を孤立から集う場へ 
・小学生を管理する安心・安全な居場所から、自由で安

従来型・・学校教育から家庭教育につなぐ

役割としての放課後 

      
逆転の発想・・家庭を含めた社会での体験

や学びを積み重ね学校教育

につなげる放課後 

図 4：放課後の役割の変容 
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心・安全な居場所へ 
・異世代が体験を通してつくる「群れ遊び」の場へ 

(2)教える・教えられるから、共に育つ関係づくり 
・小学生に伝える体験が、共に中高大専門学校生も育つ

関係へ 
・小学生同士が学ぶ機会となり、共に育つ関係へ 
・異世代との交流から人間関係の作り方を共に学ぶ関係

へ 
・成功体験、失敗体験による共につくる自分づくりの関

係へ 
(3)支援・支え合い・楽しみの提供の循環づくり 
・教わる側が教える側になる、支援の循環づくり 
・上級生のプログラムを下級生が実施していく循環づくり 
・誰もが気軽に行き、共に育つことができる循環づくり 

 

付付記記 

本稿で取り上げた団体および関係各所、関係する方々に

は原稿の確認をお願いし、各種の掲載と発表の許諾をいた

だいている。 
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